
交通安全協会だより（令和３年２月号）

～ 令和２年中における交通事故の発生状況 ～

◎ 全国の交通事故

年 別 令 和 ２ 年 令 和 元 年 増 減 数
区分

発生件数（件） ３０９，０００ ３８１，２３７ 前年比 －７２，２３７

負傷者数（人） ３６８，６０１ ４６１，７７５ 前年比 －９３，１７４

死者数（人） ２，８３９ ３，２１５ 前年比 －３７６

注 令和２年の発生件数、負傷者数は速報値である。

交通事故死者数は、２，８３９人で、前年比３７６人、１１．７％減少し、４年連続

で戦後最少を更新して、初めて３，０００人を下回った。

◎ 徳島県の交通事故
年 別 令和２年 令和元年 増 減 数

区分

発生件数（件） ２，１６５ ２，５１５ 前年比 －３５０

負傷者数（人） ２，５６７ ３，０２７ 前年比 －４６０

死者数（人） ２０ ４１ 前年比 －２１

徳島県における交通死亡事故の特徴

区 分 全 死 者 高 齢 者

特 徴 死 者 数 前 年 比 死 者 数 前 年 比

死 者 数 ２０人 － ２１人 １２人 － １５人

飲酒運転による事故 ４人 ± ０人 １人 － １人

交差点の事故 １１人 － １１人 ５人 － １０人

夜間事故 ５人 － １８人 １人 － １３人

うち歩行者 １人 － １２人 １人 － １０人

四輪乗車中の事故 １１人 － １人 ７人 ＋ ２人

うちシートベルト非着用 ８人 ＋ ５人 ４人 ＋ ３人

着用しておれば助かった者 ４人 ＋ ２人 ２人 ＋ １人

車両単独 １０人 ＋ ３人 ７人 ＋ ４人

歩 行 者 ２人 － １４人 ２人 － １２人

～ 飲 酒 運 転 の 根 絶 ～

全国的に飲酒運転による交通事故は、年々減少しているものの、近年は下げ止まり傾

向ですが、依然として飲酒運転による悲惨な交通事故が発生しています。

飲酒運転は絶対にしない させない 許さない
を合言葉に飲酒運転を根絶しましょう。

◎ わずかなお酒でも、運転に必要な注意力・判断力の低下を招き、重大な交通事故を

引き起こす可能性があります。

「少ししか飲んでいない」「距離が近いから」など安易な考え方による飲酒運転は大

きな間違いです。

◎ 飲酒運転は、運転者以外にも厳しい罰則があります。

車両提供 酒類の提供 同 乗
飲酒運転は運転者だけでなく関わった人にも責任が生じます。


